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2022 秋 情報処理安全確保支援士 全国統一公開模試 講評と採点基準 

2022 年 9 月 25 日 (株)アイテック IT 人材教育研究部 

■ 全体講評 

 今回の公開模試における午後Ⅰ，午後Ⅱ試験の平均点

は，午後Ⅰが 48.0 点，午後Ⅱが 41.8 点でした。2022

年春期の公開模試は，午後Ⅰの平均点が 38.9 点，午後

Ⅱの平均点が 34.7 点でしたから，平均点だけで評価す

ると，かなり向上したといえます。問題別の平均点は，

午後Ⅰの問 1 が 17.6 点，問 2 が 27.6 点，問 3 が 25.1

点でした。午後Ⅱは，問 1 が 39.2 点，問 2 が 45.8 点で，

問 2 の方が高いという結果になりました。 

 合格基準点をクリアするには，記述式の問題に対する

取組み方が重要になってきます。記述式の問題の多くは，

下線に関するものが出題されます。すると，解答を作成

する際，どうしても下線部だけに注目しがちです。しか

し，下線部だけに注目してしまうと，その前後にある条

件などを見落としてしまい，的を射た解答をなかなか作

成することができません。今回の模試でも，こうした解

答が少なからず見られました。設問で何が問われている

かを十分に確認し，下線部の記述だけではなく，その前

後に記述された内容などを含め，よく整理し解答を作成

することが大切です。なお，記述式の問題においては，

それぞれの設問で求める解答は基本的に一つの内容を

答えさせるように条件が付けられています。このため，

主語と述語，あるいは目的語は何かなどを明確にした上

で解答を作成するとよいでしょう。 

 次に，問題ごとの選択状況を紹介しておきます。午後

Ⅰ試験は，3 問のうち 2 問を選択します。問 1（ファイ

ルのダウンロードの見直し）と問 2（IoT 機器のセキュ

リティ）の選択者が 39.7％，問 1 と問 3（ネットワーク

のセキュリティ対策）が 16.8％，問 2 と問 3 が 43.5%

という状況でした。問ごとでは，問 1 が 28.3%，問 2

が 41.8%，問 3 が 29.9%でした。10 月 9 日に実施予定

の本試験において，3 問のうち 2 問を選択する方法とし

ては，各自が得意とする分野の問題をいち早く見つけ出

し，それに集中して取り組むとよいでしょう。例えば，

得意分野の問題で 40 点近くの点数を獲得できれば，も

う一つの問題で 20 点強を得点するだけで，午後Ⅰ試験

はクリアすることができます。しかし，こうしたことを

達成するには，問題の記述内容を十分に把握できるだけ

の知識が必要とされます。本試験実施日までの期間で，

より一層のレベルアップを図るようにしましょう。 

 午後Ⅱ試験は，問 1（マルウェア対策の点検と見直し）

の選択者が 60.4％，問 2（クラウドサービスのセキュリ

ティ）が 39.6％でした。午後Ⅱ試験は，様々なセキュリ

ティ分野の知識が問われる総合問題として出題される

ことが多いので，午後Ⅰ試験と同様に，できるだけ各自

が得意とする分野から構成されている問題を選択する

とよいでしょう。また，IPA では「試験結果に問題の難

易差が認められた場合には，基準点の変更を行うことが

あります」としています。このため，午後Ⅱ試験におい

ては，問 1 と問 2 の難易差をあまり気にせず，一度選択

すると決めた問題を最後までやり遂げることが大切で

す。問題選択に迷うと，2 問とも手をつけ，かえって失

敗することになってしまいます。 

 午後Ⅰ，午後Ⅱ試験の記述式問題の多くは，問題文の

中に解答を導くためのヒントが記述されています。一定

の知識レベルに達していれば，問題文で記述された内容

を基にして正解を導き出すことができます。しかし，下

線に関する設問の場合，その下線部だけに着目して答案

を作成するという傾向が見られます。すると，問題に設

定されている条件をほとんど考慮することなく，下線に

関する内容から思いつくことだけを解答してしまいま

す。前述したように，本試験では，設問で問われている

ことを十分に確認した上で，問題の条件を適宜，チェッ

クしながら合理的に導かれる解答を作成していくこと

が極めて重要です。技術知識面だけではなく，こうした

訓練を積み重ねていくことも必要になります。 

 試験当日は集中力，精神力，体力の勝負になります。

必ず合格するという強い意志をもって，午後Ⅱ試験の最

後まで全力を出し切り（あきらめずに）問題に取り組ん

で，ぜひ合格するようにしましょう。 

 

＜午後Ⅰ＞ 

問１ ファイルのダウンロードの見直し 

【採点基準】 

［設問１］ 

（1）a は，解答例どおりに対し 3 点。 

（2）解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 6 点。その他は，基本的に 0 点。 

（3）解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 6 点。その他は，基本的に 0 点。 

（4）b は，解答例どおりに対し 3 点。 

［設問２］ 

解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているものに

対し 6 点。その他は，基本的に 0 点。 

［設問３］ 

（1）解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 6 点。その他は，基本的に 0 点。 

（2）c は，解答例と同様の趣旨が適切に指摘されてい

るものに対し 6 点。その他は，基本的に 0 点。 

（3）d は，解答例どおりに対し 2 点。 

合格への本当のノウハウ！ 
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（4）e，f は，解答例と同様の意味をもつ字句に対し各

3 点。例えば，e は MAC 鍵，f は時刻，時間情報な

ども 3 点。 

（5）解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 6 点。その他は，基本的に 0 点。 

 

【講評】 

 平均点は 17.6 点（平均正答率は 35.2％）でした。全

体的に正答率が低く，午後Ⅰの 3 問の中では最も低い点

数でした。 

 設問 1 の正答率は，全体として平均的でしたが，(3)

は，低かったと思います。CSRF 脆弱性は，偽装された

HTTP リクエストを，Web サイトが正規のリクエスト

として処理してしまう脆弱性です。その対策として Web

サイトでは，Web アプリが送信した秘密の情報を検証

しますが，この検証によって何が確認できるかを問うも

のです。攻撃者は，正規の利用者のブラウザを経由して

HTTP リクエストを送信するので，これが偽装されたリ

クエストであるかどうかを判別する必要があります。こ

うした考え方を把握しておけば解答を導きやすいと思

います。日頃から，基本的な知識を常にインプットし，

レベルアップしておくことがよいでしょう。 

 設問 2 も，正答率が低かったようです。この設問は，

ダウンロード用の URL が推測困難な場合という条件が

示されていますから，URL のパス名を手あたり次第，

試す方法を答えればよいのです。設問で何が問われてい

るかを，十分に確認するようにしましょう。 

 設問 3 のうち，(2)～(4)の正答率は平均的でしたが，

(1)と(5)の正答率は，低かったと思います。(1)は，図 2

で説明されている署名付き URL とは何かを十分に理解

することが必要です。試験では，新しい技術に関する問

題も出題されますので，問題で記述された内容を理解で

きるだけの知識を身に付けておくことが必要です。(5)

は，cookie に関する問題です。cookie のやり取りには

Set-Cookie と Cookie ヘッダが使用されるほか，その属

性には Secure，HttpOnly，Domain，Path，Expires

などがあります。ブラウザから cookie を送信するため

の条件を，それぞれの属性によって指定します。これら

の知識については，一朝一夕で身に付けることはできま

せん。地道に一つ一つの知識を積み重ねていく努力も忘

れないようにしましょう。 

 

問２ IoT 機器のセキュリティ 

【採点基準】 

［設問１］ 

（1）a は，解答例どおりに対し 2 点。 

（2）解答例どおりに対し 3 点 

（3）b は，解答例どおりに対し 3 点。 

（4）解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 6 点。その他は，基本的に 0 点。 

［設問２］ 

（1）c は，解答例どおりに対し各 2 点。 

（2）d，e は，解答例どおりに対し各 3 点。 

（3）解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 6 点。その他は，基本的に 0 点。 

（4）解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 4 点。その他は，基本的に 0 点。 

［設問３］ 

（1）f は，解答例どおりに対し 3 点。 

（2）解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 6 点。その他は，基本的に 0 点。 

（3）g は，解答例どおりに対し 3 点。作成方法は，解

答例と同様の趣旨が適切に指摘されているものに

対し 4 点。その他は，基本的に 0 点。 

 

【講評】 

 平均点は 27.6 点（平均正答率は 55.20％）でした。全

体的に正答率が高く，午後Ⅰの 3 問の中では，最も高い

点数になりました。 

 設問 1 は，(1)～(3)の正答率が高かった半面，(4)の正

答率は，やや低かったと思います。(4)は，ヘルスケア機

器は，ヘルスケアサーバとの TLS セッション確立時に

サーバ認証を行うと，表 1 中に記載されています。問題

を丁寧に読んで，条件を確認した上で，解答を導いてい

くことが原則です。試験で解答の作成に困った際には，

必ず設問で問われていることを確認し，関連する問題の

記述内容を見直すという手順を踏むようにしましょう。 

 設問 2 は，全体的に正答率が高かったです。特に(2)

の CRYPTREC，耐タンパは，それほど正答率は高くな

らないだろうと考えていましたが，正確に解答されてい

ました。 

 設問 3 (1)，(2)の正答率が高かった半面，(3)の正答率

は低かったです。例えば，空欄 g に入れる字句は，署名

などの解答が見られました。署名については，基本的に

何の（誰の）署名かを明確にすることが必要です。空欄

g は，アップデート版の専用 OS を配布する手順に関す

ることなので，専用 OS を配布する開発元の真正性とコ

ードが改ざんされていないことを保証するため，専用

OS に対するコード署名を付加することが必要です。答

案の中には，コード署名証明書という解答が散見されま

したが，コード署名証明書は，コード署名証明書に対応

する秘密鍵が漏えいするなど，危殆化しない限りは，再

発行することはありません。こうした基本的な事項につ

いては，しっかり押さえていくことが必要です。 
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問３ ネットワークのセキュリティ対策 

【採点基準】 

［設問１］ 

（1）a，b は，解答例どおりに対し各 2 点。 

（2）項番 7，項番 8 のルールは，解答例どおりに対し

各 3 点（項番 7，項番 8 は順不同）。 

（3）c，d（完答），e，f，g（完答）は，解答例どおり

に対し各 3 点。 

（4）h は，解答例どおりに対し 3 点。 

（5）解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 6 点。その他は，基本的に 0 点。 

（6）i，j は，解答例どおりに対し各 2 点。 

（7）解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 6 点。その他は，基本的に 0 点。 

［設問２］ 

（1）解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し各 4 点。その他は，基本的に 0 点。 

（2）k，l は，解答例どおりに対し各 2 点。 

（3）項番 9 のルールは，解答例どおりに対し 3 点。 

 

【講評】 

 平均点は 25.1 点（平均正答率は 50.2％）で，午後Ⅰ

の中では，問 2 の次に高い点数でした。この結果，問 2

と問 3 の選択者に対する午後Ⅰ試験の評価は，高めの評

価になるはずです。 

 設問 1 は，(1)，(3)，(4)，(6)の正答率は，高かったと

思います。一方，(2)の FW のフィルタリングルールに

ついては，表 2 の注記 2 で「FW は，ステートフルイン

スペクション型である」と記述されているにもかかわら

ず，行きのパケットに対する，帰りのパケットを通過さ

せるルールを答えた答案が散見されました。FW のステ

ートフルインスペクションは，行きのパケットを通過さ

せるルールを設定すれば，帰りのパケットについては，

整合性のあるものを通過させるルールを動的に作り出

すようにします。このため，帰りのパケットを通過させ

るルールを静的に設定することは，基本的にありません。

(5)は，難度の高い設問でしたから，必ずしも正解できな

くてもよい問題です。設問によっては，高度の技術知識

を要求されることがありますから，このような設問には

時間を浪費しないことが得策です。(5)は，DoT や DoH

が適用される範囲は，どの装置とどの装置の間になるか

を，よく理解しておくとよいでしょう。 

 設問 2 (1)の正答率は高かったですが，(2)，(3)は，や

や低いように感じました。(2)の DNS のゾーンファイル

で指定される値については，それぞれの決まりがありま

すので，正確に理解するようにしましょう。(3)は，プラ

イマリ DNS サーバとセカンダリ DNS サーバの関係が

よく理解されていないような印象を受けました。 

 

＜午後Ⅱ＞ 

問１ マルウェア対策の点検と見直し 

【採点基準】 

［設問１］ 

（1）a は，解答例どおりに対し 3 点。 

（2）解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 8 点。その他は，基本的に 0 点。 

（3）解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 8 点。その他は，基本的に 0 点。 

（4）b は，解答例どおりに対し 3 点。 

（5）c は，解答例と同様の趣旨（パッチが未適用）が

適切に指摘されているものに対し 4 点。その他は，

基本的に 0 点。 

（6）d は，解答例どおりに対し 3 点。e は，解答例と同

様の趣旨が適切に指摘されているものに対し 4 点。

その他は，基本的に 0 点。 

（7）理由は，解答例と同様の趣旨が適切に指摘されて

いるものに対し 6 点。その他は，基本的に 0 点。対

処方法は，解答例と同様の趣旨が適切に指摘されて

いるものに対し 4 点。その他は，基本的に 0 点。 

［設問２］ 

（1）解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 6 点。その他は，基本的に 0 点。 

（2）f は，解答例どおりに対し 3 点。 

（3）解答例（完答）どおりに対し 6 点。 

（4）解答例（完答）どおりに対し 5 点。 

（5）g，h は，解答例どおりに対し各 3 点。 

（6）i は，解答例どおりに対し 3 点。 

［設問３］ 

j ～ m は，解答例どおりに対し各 3 点。 

［設問４］ 

（1）解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 8 点。指摘内容が今一歩のものは 4 点。その

他は 0 点。 

（2）解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 8 点。その他は，基本的に 0 点。 

 

【講評】 

 問 1 の選択者数は，全体の 6 割を占め，平均点は 48.0

点と，問 2 よりも約 6 点高いという結果でした。 

 設問 1 は，全体的に正答率が低かったようです。(2)

では，P 社の外部メールサーバで SPF の検証を行った

際に，検証に成功するのは，どのような場合かが問われ

ています。このため，マルウェアに侵入された組織から

P 社にメールを送信するという条件で考えることが必
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要です。SPF 検証の仕組みを答えた答案も見られました

が，問題の設定を十分に把握した上で，解答を作成する

ようにしましょう。(3)は，メールによる感染拡大を防止

するためには，内部メールサーバでスキャンを行うこと

が一つのポイントです。(5)は，パッチが提供されている

という条件ですが，この条件が考慮されていなかったよ

うに思われます。(7)は，図 4 の 1 点目にある「VPN-GW

にログインしなくても（中略）任意のファイルが読み出

される可能性がある」に着目してほしかったと思います。

図 4 の 2 点目に着目した答案も見られましたが，こちら

は VPN-GW に接続した端末が対象になっています。 

 設問 2 も，全体的に正答率は低かったようです。(1)

は，「アクセス可能なサーバが増えて被害が拡大する」

ことによるリスクを問うていますが，他の部にも感染が

拡大する旨の答案が散見されました。設問で問われてい

ることを十分に確認した上で解答を作成するようにし

ましょう。(3)～(5)は，条件を整理した上で丁寧に考え

ていくことが必要です。 

 設問 3 の正答率は，やや低かったと思います。字句と

して，private key（公開鍵暗号方式で用いる秘密鍵），

secret key（共通鍵暗号式で用いる秘密鍵）を用いたた

めと思いますが，この際，整理しておきましょう。 

 設問 4 は，(1)，(2)とも，正答率はやや低かったと思

います。(1)は，「優先順位の高い事象を絞り込んで件数

を少なくする」など，具体的な内容を指摘していない答

案が散見されましたが，設問の指示を考慮して答案を作

成することを心掛けるようにしましょう。 

 

問２ クラウドサービスのセキュリティ 

【採点基準】 

［設問１］ 

（1）a，b は，解答例どおりに対し各 3 点。 

（2）c は，解答例どおりに対し 3 点。 

（3）d は，解答例どおりに対し 3 点。 

［設問２］ 

（1）e，f は，解答例どおりに対し各 3 点。 

（2）解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 6 点。その他は，基本的に 0 点。 

（3）g ～ i は，解答例どおりに対し各 4 点。 

［設問３］ 

（1）解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 6 点。許可する SaaS をホワイトリストに登

録する旨を指摘したものは 3 点。その他は 0 点。 

（2）k（完答）は，解答例どおりに対し 3 点。理由は，

解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 6 点。その他は，基本的に 0 点。 

（3）解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 6 点。その他は，基本的に 0 点。 

（4）l は，解答例どおりに対し 3 点 

［設問４］ 

（1）m，n は，解答例どおりに対し各 3 点。 

（2）解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 6 点。その他は，基本的に 0 点。 

（3）o は，解答例どおりに対し 4 点。ログだけを指摘

したものは 2 点。その他は 0 点。 

［設問５］ 

（1）p ～ t は，解答例どおりに対し各 2 点。 

（2）u ～ w は，解答例どおりに対し各 2 点。 

（3）解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 8 点。その他は，基本的に 0 点。 

 

【講評】 

 平均点は 41.8 点で，問 1 よりも約 6 点低い点数にな

りました。 

 設問 1 は，全体的に正答率が高かったようです。 

 設問 2 (1)の正答率は高かったです。(2)は，ブラウザ

が行う接続先に関する整合性の基本的な問題ですから，

ある程度の正答率を期待していましたが，必ずしもそう

ではありませんでした。FQDN，サブジェクトの CN と

は何か，サーバ証明書の検証方法などを十分に整理して

おきましょう。(3)の正答率は平均的でしたが，空欄 h

に入れる署名については，サーバの署名なのか，CA の

署名なのかなどを，区別することが必要です。 

 設問 3 (1)は，禁止する SaaS の URL フィルタリング

を問うていますので，ブラックリストを用いることが必

要です。許可する SaaS をホワイトリストに登録する答

案も散見されましたが，ホワイトリストを用いると，登

録されたもの以外は，全てアクセスできなくなりますの

で，注意が必要です。(2)，(4)は，条件を整理しながら

考える必要がある問題でしたから，正答率はやや低かっ

たようですが，(3)の正答率は，やや高かったです。 

 設問 4 の正答率は，全体的に平均的でした。 

 設問 5 (1)の正答率は，高かったと思います。(2)の正

答率はやや低めでした。(3)は，アクセス権限を委譲する

仕組みの問題で，顧客の属性情報については，顧客がリ

ソースのオーナですから，顧客がサイト X に対して顧客

の属性情報を取得する権限を与えることが必要になり

ます。こうした基本的な事項を一つ一つ積み上げ，知識

をできるだけ多く蓄積していくようにしましょう。 

 最後に，本試験では問題を丁寧に読んで，設問で問わ

れていることを十分に確認し，問われていることに対し

て的確に答えていくとよいでしょう。 

以上 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


